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研究成果の概要（和文）：本研究では，交通環境だけでなく生活関連施設の配置等にまで影響を及ぼす可能性の
ある次世代モビリティ（自動運転・車両共同利用）導入の影響をシミュレートする土地利用・交通モデルを構築
し，技術普及シナリオに内在する不確実性の定量分析を試みた．その結果，(1)自動運転の導入は，交通システ
ムに対する直接的な影響だけでなく，施設の立地や居住地パターンに影響を及ぼす可能性が高いこと，(2)自動
運転サービスの普及や導入の影響は自動運転車両の設計やマーケティングに依存し，その予測には極めて高い不
確実性が内在していることが示唆された．

研究成果の概要（英文）：We conducted a series of analyses to confirm the impacts of new mobility 
services (autonomous vehicles, and sharing services) and their uncertainties. The results imply that
 (1) the introduction of autonomous vehicle would affects the distribution of facilities and 
residential location, and (2) the diffusion of autonomous vehicles and its impacts would depend on 
the design of the vehicles and marketing strategies, indicating that high uncertainties would exist 
in the prediction results.

研究分野： 土木計画学，交通工学

キーワード： 自動運転　ライドシェア　相互作用　不確実性　マルチタスク　Recursive logit

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
次世代モビリティ導入の影響を評価するためのアクティビティモデル，及び，生活行動の変化が長期的に土地利
用パターンに及ぼす影響を記述するモデルを構築した点が主要な学術的貢献と考えている．また，これらのモデ
ルを使用した実証分析結果の提示した点，及び，次世代モビリティの普及はサービス設計に加え住民のリスク認
知にも影響を受けることを実証的に示した点は，学術的にも社会的にも有用な知見であると考える．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
都市や交通に係る計画行為の際に，我々はどの程度将来の技術進展を見込めているだろうか？

自動運転や車両共同利用が普及し，移動中に様々な活動ができる時代においても，これまでと同
様に，公共交通施設周辺に居住地や生活関連施設を集約することが望ましいといえるだろうか？
（米国において議論されているように）自動運転の利用に免許が不要となった状況であっても，
福祉の観点からこれまでと同様に公共交通を維持し続けるべきなのであろうか？ 
 次世代モビリティ（自動運転・車両共同利用）導入の影響は，交通システムだけでなく（直接
的影響），生活関連施設の配置等にまで及ぶ可能性が高い（間接的影響）．上記の問いに科学的・
定量的に回答するためには，次世代モビリティ導入の直接的・間接的影響を定量的に評価する方
法論の開発に加え，技術普及シナリオに内在する不確実性に着目した不確実性分析を実施する
ことが肝要と考えられる． 
 
２．研究の目的 
本研究では，(a) 交通環境だけでなく生活関連施設の配置等にまで影響を及ぼす可能性のある

次世代モビリティ導入の影響をシミュレートする土地利用・交通モデルを構築し，(b) 技術普及
シナリオに対する不確実性の把握を試みる． 
 
３．研究の方法 
上記(a)の目的に対し(1)及び(2)の分析を，上記(b)の目的に対し(3)及び(4)の分析を実施した． 

 
(1)自動運転導入が生活行動に及ぼす影響を評価するための行動モデルの構築 
土地利用・交通モデルのベースとなる Recursive logit 型のアクティビティモデルを構築す

る．本モデルは，時空間プリズム制約下におけるある期間の行動を，図 1に示す時空間ネットワ
ーク上の経路選択問題として定式化する点に特徴がある．これにより，ネットワーク上の最短経
路選択問題として．一日の活動パターンの選択問題を定式化できる． 
 

 

図 1. 時空間ネットワーク上の活動パスの表現（横軸：目的地ゾーン；縦軸：時刻） 

 
(2)自動運転導入が居住地選択行動に及ぼす影響要因分析 
完全自動運転車の導入は，移動中に様々な活動の遂行を可能にする．このことは，長い距離の

移動に伴う不効用が相対的に小さくなり，結果的に比較的地価等の安い郊外に移住する可能性
があることを示唆する．また，このような自動運転の影響は，自動運転車がプライベートな空間
の確保を保証するか，それとも，他者との共同利用を前提とするかによっても異なってくること
が想定される．そこで本研究では，個人型／共同利用型自動運転サービス導入時のマルチタスク
行動の変化，及び，それに伴う居住地選択行動の変化を把握するために，選好意識調査を実施し，
自動運転サービス導入下における居住地選択行動モデルを構築する． 
 
(3)車内環境がマルチタスク行動に及ぼす影響評価 
 車内の環境がマルチタスク行動に及ぼす影響を実証的に確認するために，車内でのマルチタ
スク行動への時間配分を記述する離散-連続モデルを構築する．併せて，マルチタスク行動への
選好が交通手段の選択に影響を及ぼす可能性の検証（マルチタスク行動の選好により生じる交
通手段の自己選択問題）を行うために，交通手段選択とマルチタスク行動の同時選択モデルを構
築する． 
 



(4)自動運転に対するリスク認知と社会的受容性 
 自動運転に対するリスク認知と社会受容性に影響を及ぼす要因を把握するために，ランダマ
イズした動画を利用したアンケート調査を設計・実施し，自動運転リスク許容モデルを構築する． 
 
４．研究成果 
(1)自動運転導入が生活行動に及ぼす影響を評価するための行動モデルの構築 
 Recursive logit モデルをベースとしたアクティビティモデルを，自動運転サービス導入の社
会実験が実施された島根県飯南町にて収集した活動日誌データを用いて構築した．感度分析の
結果，自動運転サービス導入範囲が行動パターン，ひいては土地利用に影響を及ぼす可能性が示
唆された． 
 
(2)自動運転導入が居住地選択行動に及ぼす影響要因分析 
選好意識調査データを用いたモデル分析の結果，自動運転車が個人で利用される場合，長い距離
の移動を厭わなくなり，その結果，都市の郊外化が進む恐れがあること，一方，自動運転が他者
と相乗りする形で利用される場合，居住地選択への影響はほとんどないことを確認した（基準は
既存の自動車）． 
 
(3)車内環境がマルチタスク行動に及ぼす影響評価 
 車内空間の環境（個人の空間が確保できるかどうか，乗車密度）が車内でのマルチタスク行動
に影響を及ぼすことが確認され，次世代モビリティ導入の影響は，車内空間の設計に影響を受け
ることが示唆された． 
 
(4)自動運転に対するリスク認知と社会的受容性 
 自動運転のリスク認知に関する実証分析の結果から，システムエラー認知の有無が自動運転
に対するリスク認知に影響することが確認され，自動運転車に対するメディアの報道や社会実
験中の自動運転の交通事故といった要因が自動運転車の利用に影響しうることが示された． 
 
(1), (2)の研究成果より，自動運転の導入は，交通システムに対する直接的な影響だけでなく，
施設の立地や居住地パターンに影響を及ぼす可能性が高いことが示された．また，(3), (4)の研
究成果より，自動運転サービスの普及は自動運転車両の設計やマーケティングに依存し，その予
測には極めて高い不確実性が内在していることが示唆された． 
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